
１ 福山駅周辺の現状
福山駅周辺エリアでは，官民連携により，伏見町を中
心とするリノベーションまちづくり，中央公園でのPark-
PFI，旧キャスパ等跡地の再整備，エフピコRiMリノベー
ション再生事業など具体的な取組が進み，魅力的なエ
リアに変わりつつある。今後，このエリアではエリア価値
の向上に伴い，さらなる民間投資が期待される。

伏見町リノベーションまちづくり 三之丸町地区の再整備 中央公園Park-PFI エフピコ
RiM再生事業 築城400年の取組 ほこみち アイネス前歩道の活用 など

エリア価値の向上

民間投資が起こりうる環境

エリア価値に関心のある
不動産オーナーによる投資

・良質な民間開発
・官民連携による公共空間の活用

エリア価値に関心のない
不動産オーナーによる投資

・ありきたりなマンション・商業施設

（売り逃げ型，ウォーカブルを意識
しない等）
・地域経済の好循環に繋がらない

エリア価値の下落
エリア価値の

更なる向上・維持

目的：まちの関係者全員がビジョン
を共有し，新たなまちづくり手
法について理解を深める

対象：不動産オーナー
デベロッパー
行政職員
まちづくりに関心のある方

内容：官民それぞれの不動産をどう
使っていけば，良いまちがで
きるかを学ぶ

エリア価値創造フォーラム

“働く・住む・にぎわい”が一体となった福山駅前

官民連携による良質な民間投資・公共空間の活用に向けて 資料７

２ 課題
・ウォーカブルの意味やまちづくりの方向性，考え方等
のビジョン共有ができていない

・エリア価値に関心のある不動産オーナーに対して，行
政としてどのような支援が必要か

・今後の大きな公共投資（駅前広場整備事業など）が
動き始めた時の対応

・人を惹きつける魅力的なコンテンツ

・今後は自然発生的に良いものも，悪いものも生まれてく
る状況となるが，どうコントロールするか

・デザインコード

・情報発信 など

３ 今年度の取組
・エリア価値創造フォーラム（全５回）の開催
・官民連携による情報発信の仕組みづくり


